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発
競
発
行
さ
れ
ま
し
た

J
め

ぴ
己
中
市
議
会
報
b
q

昭
和
総
十
六

年
間
同
月
十
五
終
発
行
総
コ
十
六

号
で
も
綾
田
輔
、
時
開
僚
の
悠
液
状

況
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
市
ぬ
の
皆
様
が
日
常
生
時
闘

に
お
い
て
‘
市
山
借
り
政
に
一
数
多

く
望
ま
れ
て
い
る
出
り
が
、
市
削
遂

副
都
拙
説
、
叫
貯
水
毅
嫌
で
あ
る
と
強

い
ま
す
。

傾
向
判
的
悶
十
五
年
伊
川
市
民
の
淡

淡
か
ら
掴
提
出
さ
れ
た
議
闘
機
、
時
球

協
同
町
八
紛
が
こ
れ
ら
滋
叫
時
間
同
認

で
占
め
ら
れ
て
お
り
ま
ず
。

中
巾
に
お
い
て
は
‘
こ
れ
ら
を

考
威
し
問
符
四
十
六
竿
度
予
裁

合
緩
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
情
問
号

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
主
う

に
、
手
紙
会
計
予
算
の
一
一
コ
・

六
七
パ

i
セ
Y
ト
に
返
る
七
億

五
千
三
双
六
十
六
万
一
手
間
け
を

こ
れ
ら
土
木
附
慨
に
あ
て
て
お

9

ま
す
。本

格
皮
は
、
制
慌
の
よ
う
に
六

十
一
線
線
に
つ
い
て
機
後
随
時
慎

一
一
一
問
、
法
一

O
乎
万
メ
ー
ト

ル
、
惜
貯
水
議
院
慌
て
さ
純
一
五
メ

ー
ト
ル
を
行
な
う
札
制
哨
踏
を
た
て

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
‘
ま
だ
ま
だ
こ
れ
ら

申
み
で
は
十
分
で
為
る
と
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
年
次
一
時
肘
梢
闘
に

よ
り
、
南
波
一
自
パ

1
セ

γ
ト
総

裁
問
問
機
に
遂
め
た
い
と
間
部
い
ま

す。
こ
れ
か
ら
干
潟
挙
い
い
入
り
、
相
郡

日
約
に
た
た
ら
れ
、
う
っ
と
う

し
い
授
が
続
く
と
認
わ
れ
ま
す

が
、
期
桔
附
酔
あ
る
術
協
均
の
後
幽
椋
の

ど
協
力
を
お
脳
細
い
い
た
し
ま

す。
ま
た
、
調
悌
径
紬
持
睦
立
さ
れ
℃
お

号
ま
し
て
、
総
務
の
地
貯
水
設
臓
機

の
怒
っ
て
い
る
併
に
つ
い
て

は
、
自
分
の
家
空
間
だ
け
で
も

車

l
キ
匂
は
い
た
り
、
数
制
制
そ

ろ
っ
て
剛
閣
総
の
淡
緑
な
ど
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
掘
削
い
ま

す。

E長 線 :t 古事行場所 総ヱ言語積 ヱ 緩 Z各 ま皇 :t 事告行場所 主事ヨ:苦言後 I 綴

久考君主43号室率 永チ宇3喜久主義喜吉 L 200隅念 改良，排水 我:j，l\子62~号線 事費UJ医滋下 270m2 改良

我源三f~tPíJW護主幹線 奪実ヰヒロi郡長 1，95合 調iIi ~受 言語野UJ3号線 l潟聖子IJl務関 1，000 2毒装

土谷津2号線 ノぐラオ 320 11 ド後孫子15~命線 革実北口!間選 1，920 11 

我孫子120珍線 主義UJ踏切~思議室5珍 710 If 我孫子27号線 鈴木盗ヌド腐古書 L 50 撃ド 氷
我孫子159号線 関造容考~稲事考委争坂下 460 I! 絞る五二子自UJS主総 須族十郎総 610 排水・会請裟

銭安奇25~号線 コた井一角~築地 450 11 手li?，品ミ子台山3主総2 ヨヨiJ渓Hti努E品 800 書芸 華道

青山幸号線 tllHlーよさ~無貴重良 720 /1 我:j，l¥子23-2号車産 atll小谷育守 L 120 排水
中幾34-2~・線 中山念物!友~飯事翠符子五言 310 I! 手提孫ι'r186-187ム8・i京 atllテニスコ…ト 610 綴! 当主
中線長震寝台幹線 みどり台関地幹線 620 Jl 我主義子18号線 自UJ武5弘前 240 /1 

中高挙終iiおおそ子線 みどワピミfillJ也3主線 280 11 我孫予話基号事長 お立総!幾夜十E図密主!JI付 360 11 

客幹線黒治会 みどり合問地排水流米 L 100 3í~ 7]<. 総戸105号線 第…住宅内 290 11 

下新本55';5'草案 今芥太一~小111久.llt 告40 告者裟 板戸50-2号線 校ヌド主秘意主蔵主i今 890 11 

下新本36修練 E韓協1事~来青;1ミ問地 430 If 根戸41';5線 法王LW1~j単語 370 11 

布{主おそ子線 東青年委事 340 /1 才長持63号線 家主主務機総 L }50 排水
お佼77号線 中沢菓子五言~坂道 250 11 中波24…2琴線 小野I議}苫前 433 銭i淡
布{主75- 者主児家公吉富 530 11 中里23琴線 中聖子総局総 430 /1 

布役75-2 ';5・線 都児童量公約 670 11 湖北子主主総号線 中堅J-新際線ìl!紛j!l;~'ít IId a 11530 0 書ド 7]( 
お依然)ヌド線 18況:戸議 1，200 排水・留fi裟 根子ヨ68そ子縁 yjJ者I'P蕩紗j車券 670 翁i 主
布役発{乍線 !日採j震発作品豪 900 露首後 中島宇33.55号線 今男二材木1夜~八資決勝 620 11 

お{主530う2 上lIlJ中学i滋学協 450 I! 間予言p80宅子綴 2/)、先~北i需道路 290 11 

上幕青木17管終 HlO髭綴~官事紛 270 11 ホ終27.31号線 太平洋時1霜11-坂下 ，740 綴i裟
際労26-1手線 日労長者七草~章者日 8百号 11 務孫子・96.IH主 毒見北tJ-rp合路地 570 n 

王宮戸11号線 3裏山古寺 570 Il 中総下総会谷4号線 手qJ綴木工:~高 530 11 

中lI!. i制己中ブール L 200 排水 我子;j¥子78-2号線 並木関3車-4小j進学総 480 11 

偶発戸31号線 東我J品二子内 2小i議学E普 450 告書 著書 筏孫子155~予線 H新幹線 1，500 11 

下ケ子苛 家主主主事二子UJ長寿5'L腐草寺 L 50 排水
H ゑ1最古肇十子数仮;事李総 650 ff 

偶発戸17号線 官導要量戸新Hlt主主主主義遊先 850 告書幾 フミミEàl迄爾後~lt4 号 街路2.3.5号 1，540 11 

我孫子140号線 草野i糊入ね 560 H 書謀総9宮琴線 和妻子谷線t;1J坂道 2治。 グ

きえ孫子167-16君琴線 数万サラfillJ也 36告 8 認発7c号線 検閲f設総事案 1，000 H 

我孫子113号線 量主将 620 11 分戸9N手線 新:IIl・戸町会 570 11 

直笠圭15す性一 久ミ季語R:il.l本線 570 11 

ロ

R高級羽生ド4月初詩現夜

!Il 25，8品6入者哲男比382入場

女 25，983入 .. 34るグ

野 51.849入 グ 728 H 

i止荷数14，0241吐務"'254俊幸告i説

3月の人口動控室

男 女計

総生色S人 73人 141人

総入 563人 501人 1067人

死亡 16人 16人 32人

転出 233人 215人 44百人 i 

人のふ

m水
道
e
し
探
・
国
民
年
金
納
入
は

一
括
し
て
機
収
員
が
訪
問
し
て
態
収

従
来
水
道
副
作
品
離
は
、
磯
崎
胤
に

よ
る
戸
別
機
向
紙
、
扇
風
均
年
金
に

つ
い
て
は
金
融
機
鈴
の
窓
口
か

ち
の
納
入
、
し
間
開
手
数
料
は
委

託
徴
叙
隊
問
に
よ
る
戸
開
制
徴
奴
と

と
時
一
一
一
つ
の
制
作
金
は
別
々
な
徴

叙
方
訟
を
行
な
づ
で
お
れ
ノ
ま
し

た
の
で
、
が
伐
の
皆
様
に
は
大

変
{
ど
不
倒
悦
な
お
か
け
し
、
}
方

鵡
常
務
繁
一
績
も
あ
ま
れ
ソ
由
民
く
あ
れ
ツ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
‘
今
年
皮

か
ら
叶
中
前
回
目
サ
i
ピ
ス
」

k
い

う
目
的
で
水
滋
料
金
ハ
口
座
怒

替
栓
絡
を
徐
き
}
、
用
問
民
年
金

本町・綴・善寺(1了筏〉 ・主主?!、

長良埼・事手~.久等裁・土谷詩E

主主長主i奴哲生

渡辺5た

名III 

〈
仙
刺
殺
総
合
級
協
隅
加
入
品
嚇
令
除

く
〉
告
し
ぼ
受
託
徴
絞
同
月
の
カ

に
…
浴
し
て
、
徴
収
員
の
ガ
が

ん
締
万
一
援
が
伐
の
絞
地
略
的
自
宅

を
訪
問
し
て
叫
付
金
…
尚
出
向
椛
安
す
る

と
主
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ツ
、
品
開
民
の
後
織

の
利
便
を
附
附
る
と
と
が
明
、
き
る

川
町
添
い
ま
す
O
W
M
3
d
e
E

対
象
と
な
る
家
庭
の
ど
協
力

を
お
駁
い
い
た
し
ま
す
む

な
お
、
世
間
鉱
山
徴
収
員
の
体
的
名

主
張
当
総
統
は
世
試
の
主
お
り
マ

す。

ぬt11'然 根間・務官護・ 1官主主

券 (2γお〉 おちと・言語聖fll1

3主主主孫子・:J.:3:会ープドケ戸，関車部

湖北総長~~成・や妹1:"!員rF

中主主・持j~t合額日 a 車i水・

之官佐治政全滅

布i主下・者1投策 a書官

問苦手 銀

拘禁雪光子

井上ミキ

五
月
二
十
霞
か
ら

策
武
パ
ス
我
孫
子
駅
J
手
相
手
柳
戸
線
灘
休

務
孫
子
閥
抗
と
初
期
甫
閥
均
の
乎

掛丹、蛸判…
ρ'
を
絡
ん
で
お
ち
ま
し

た
官
民
終
的
問
緩
パ
ス
が
、
旬
開
緩
め

抑制
A
W
H

上
本
学
銃
汚
一
一
十
設
か
ら

遂
休
、
と
な
り
ま
す
。

と
母
路
線
は
矧
寝
間
悶
十
一
一
一
年

六
月
二
十

B
に
新
時
間
抑
制
と
し
て

消
階
特
科
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

営
業
務
隠
は
、
ニ
匁
十
一
カ

R
月
と
柑
飽
か
か
っ
た
で
す
が
、
・
溶

か
ら
り
熊
楠
間
的
か
い
な
く
運
休

が
拍
択
制
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
.
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[
 一

市
の
人
口
は
、
本
年
四
月
一
ニ

一
十
日
現
在
で
五
一
、
八
四
九
人

一
と
な
り
ま
し
た
が
、
我
孫
子
市

一
の
人
口
は
昭
和
三
十
年
の
国
勢

貯
調
査
で
二
回
、
九
一
八
人
、
限

け
和
三
十
五
年
の
国
勢
謁
査
で
は

同
二
七
、

O
六
一
一
一
人
で
あ
り
ま
し

月
た
の
で
、
昭
和
一
一
一
十
五
年
の
間

判
勢
調
査
四
九
、
二
三
八
人
と
十

川
年
聞
に
突
に
一
・
九
七
倍
に
も

舶
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
人
口
急
増
の
要

因
は
種
々
あ
る
と
怒
い
ま
す

が
、
第
一
に
首
都
に
近
く
通
勤

に
も
非
常
に
便
利
で
あ
る
。
緑

の
木
々
が
多
く
生
活
環
湾
か
よ

市
の
人
口
は
こ
こ
十
年
間
に
約
一

一倍

宅
地
造
成
な
ど
に
よ
り
大
部
分
が
社
会
増

ー
』ぴあ報広

P 

/吉1.8+1

r....so.m (~ll~o46.!干)

第三種郵便物認可1

E肌000"

い
。
大
小
の
河
川
が
あ
9
水
が

叢
寝
で
あ
る
。
平
坦
地
で
住
み

よ
い
。
こ
れ
ら
が
考
え
ら
れ
ま

す。
ま
た
、
先
月
二
十
日
の
常
磐

線
複
々
線
化
営
業
で
の
上
野
、

霞
ヶ
関
へ
の
直
通
運
転
、
天
王

台
駅
の
開
業
、
と
れ
ら
と
あ
い

ま
っ
て
防
発
も
急
テ
シ
ポ
で
進

む
か
と
思
い
ま
す
。

す
で
に
、
天
王
台
駅
周
辺
、

そ
の
他
市
内
い
た
る
所
で
宅
地

造
成
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
既
存
の
造
成
地
に
は
家
が

建
つ
の
が
い
っ
そ
う
早
ま
る
と

思
い
ま
す
。

45.000人

し
か
し
、
無
造
作
に
開
発
し

ま
す
と
後
に
公
岡
、
緑
地
の
不

足
、
排
水
問
題
〈
汚
水
の
流

入
)
、
急
救
業
務
の
遂
行
な
ど

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、

環
境
衛
生
消
毒

計
爾
的
に
緑
地
を
残
し
た
り
‘

下
水
、
ガ
見
、
水
道
管
な
ど
の

敷
設
を
し
、
公
共
施
設
用
地
も

確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

ノ、

二工

@
蚊
の
駆
除

は
え
、
蚊
の
駆
除
を
行
な
っ

て
生
活
環
境
を
良
く
す
る
こ
と

は
健
康
的
な
日
常
生
活
の
源
で

あ
り
、
生
活
改
善
向
上
の
墓
磯

と
な
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、

_.... ・一一 ..............一一-一.......日--_.... 日..'炉γ.日づ.
...~..:.一-戸 "-:if討玲'.4.忘;む28 3f~77 31ι...之

・一-_.....・..~.・ ]1.18+日E和4+年

3減則E幻133 一 -一一-'日一-
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3'l，30t 

奴 001-
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~...".，_.. 36708 
・"-j'S，i61

40.000"-

次
の
と
お
り
全
市
あ
げ
て
春
の

清
掃
運
動
を
行
な
い
、
は
え
.

蚊
の
効
果
的
な
駆
除
と
清
同
怖
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
の
駆
除
と
清
掃
は
地
域
ご

- 一晶一-・…..+・・・0 ・ ~""jS.S21
35.1/之 35.120

...--_.-.-.... -..........・ー五.";15"'-・ ]~.m --."~ (8<<和41年)
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35.000人
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1 一一一一一一一一 o D D 0 ⑫をがっと
月 日 1隈日| 実 施 区 域 | う 物 改 畜 ぐ き 不 入 し 的 大 お で てに

下 1'" .. • _ A "......... _ A 'L~.".L Iめは掃普貸さ 、 ね 照 れ 、 な 窪 湾 頗 竜、二
5 月 17 FI I刃|並木台町会・並木中台町会・並木中央|たな除 禄 ねず品、縁大屋掃いまよ芹
5 月 18 ~ I火|並木自治会 |りるに 納珍 ずみの台の雪伊のいすい長

1 ".: 1 ._....  ~.，.. A 1 1...ベ生 展後 みの処刑下掃札実た。絵行
5 月 19A 水|組ケ丘自治会・城下自治会 |てくじ な E の単分な、ち k施 L管果 話
5 月 20日|木|天子山田丁会・差回自治会・並木山ゆり会|く燐た ど墜 道世、J ど天安対 ま様をう
5 月 21日|金 i日新・妻子原・柴崎 |だいゴ の、 路取 2t1:践す すの得己1-:-1 ~，.'，. ~..，きたミ 修天を情婦裏
5 月 24日|月|青山 |いりや 理井 ふり 保可畳徹 協こに
5 Jl 3 1日|月|布佐二丁目・三丁目 | 、日告 と、 き除 と押干底 力とよ

6 刀 1 fI I火| み町・大和町・仲:ar・上町・江藤j也 | 
6 JJ 2 日 |水| 発作・布佐(上)(下). 浅間前 @ 0 D D O__! 

I~: I ~tL /. "'~:~'" J タ いはいまたは く る〔て意消は
b JJ 3 日|木|布佐台・下新木 |を 屋た 入。 まめ 消畳 屋だ 火よ 二他 戸し選ぇ
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犯
転
心
が
ま
え
。

勺99

ゐ草寺
"，---一一-

ど
ん
な
幼
令

で
も

歩
行
品
引
は

主
さ
ま

21l III 

:
カ
ッ
カ

す
る
な

案
件
叫
の
も
と
!

追
突
事
故多

J

し

l土Jlt
光 nn
分距
に離

五

月

の

衣

生

活

た

時
に
は
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
日
が
あ
る
か
主
閉
山
う
と
、

妙
に
一
段
冷
え
の
す
る
日
が
あ
る

の
が
五
月
。
汗
を
か
い
た
あ
と

ほ
っ
て
お
い
て
、
か
ぜ
を
ひ
く

の
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。
そ
ん
な

時
の
た
め
に
、
う
す
い
カ
i
デ

ィ
ガ
シ
と
か
セ
ー
タ
ー
を
準
備

し
て
お
い
た
り
、
下
着
制
を
い

く
つ
か
用
怠
し
て
お
い
て
、
同
け

を
か
い
た
ら
直
〈
持
品
吋
え
る
土

う
に
心
か
け
ま
し
ょ
う

豆
町
衣
帽
州
も
ぽ
つ
ぽ
つ
聞
し

て
お
い
て
、
山
川
に
よ
っ
て
、
着

て
み
て
は
い
か
が
同
時
に
夏

着
の
点
仲
間
も
す

t
せ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
厚
ぼ
っ
た
い
え
の
衣

瓶
や
合
い
荒
涼
の
猿
瑚
は
す
で

に
終
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
近

づ
く
雨
期
に
そ
な
え
て
、
虫
や

か
び
に
犯
さ
れ
な
い
よ
う
、
時
間

虫
、
防
出
剤
な
ど
を
入
れ
て
も

う
}
度
収
納
し
な
お
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

夜
寝
て
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

床
か
ら
乗
り
出
し
が
ち
に
な
る

気
候
に
な
り
ま
し
た
。
的
や
肢

を
冷
や
さ
ぬ
よ
う
パ
ジ
ャ
マ
を

工
夫
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
主
任
者
試
験

三
種
混
合
予
防
接
種

百
日
せ
き
.
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
の
予
防
接
種
を
次
の
日

程
で
行
な
い
ま
す
の
で
お
受
け

く
だ
さ
い
。

会
場
で
問
診
田
川
を
記
入
し
、

体
制
同
測
定
後
援
種
い
た
し
ま
す

の
で
お
子
様
の
午
後
一
時
頃
の

平
熱
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ

L
 と

の
注
射
は
初
回
(
一
ニ
図
U

接
種
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
具
合
の
惑
い
時
は
間
隔

に
こ
だ
わ
ら
ず
健
康
状
態
の
良

好
な
時
に
か
か
り
つ
け
の
医
師

か
、
あ
る
い
は
次
の
機
会
に
按

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

追
加
の
方
は
二
回
目
、
一
一
一
同

日
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
時
間
は
午
後
二
時
か

ら
午
後
一
一
一
時
三
十
分
ま
で
で

す
む
お
い
で
の
時
は
、
個
人
宛

通
知
状
色
付
チ
手
続
を
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
主
任
者
試
験
を

次
の
'
と
お
り
行
な
い
ま
す
の
で

希
望
者
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。

期
試
験
の
種
類

乙
種
第
一
一
石
掛
か
ら
乙
種
第
六

輔
捕
ま
で
の
危
険
物
取
扱
主
任

者
試
験

期
試
験
日
時

昭
和
円
十
六
年
七
月
十
一
日

(
日
}
午
前
十
時
か
ら
十
二

時
ま
で

国
間
願
書
受
付
期
間

昭
和
四
十
六
年
六
月
三
日
か

ら
六
月
十
日
ま
で
日
限
、
祭

日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
へ
た
だ
し

土
限
日
は
午
前
中
)

圏
受
験
資
格

願

書

提

出

日

ま

で

に

六

カ

月

程

表

以
上
の
危
険
物
以
扱
の
実
務
一
一
一
一

1
一
十
一
一

経

験

を

有

す

る

も

の

一

日
H

一
間
一
回
一
同
一

1
1
1
1

隅
受
験
申
請
提
出
書
類
一
四
一

U
U
U
U
M一
れ
一
回

一
一

5

5
一
5
一
6
一6
一
6
一
6

受
験

m
A
「

自

主

部

予

防

司

副

uuuuuEE

係
に
府
立
し
て
あ
り
ま
す
)
一
叩
一
同
一
陥
一
日
一

n一日一
M
一お一

写
一
一
良
一
枚
{
約
書
錠
邸
前
六
一
山
一
月
一
万
一
ル
一
月
一
月
一
月
一

司
1
1
h汀
こ
日
告
J

ヒ
徒
・
一
一
品
一

6
一
6
一
l
l
E
6
7
0
一
6
一

i

l

i

-

-

1

一

i
'
J
i
l
-
-
:
j

一

-
1一
1
ヨ
一
ヨ
一
ヨ
一
ヨ
一

i
一

検
問
。
五
セ
Y

チ
メ
ー
ト
ル
↑
日
一
日
一
官
民
刊
一
日
日
開
一
何
一

の
脱
何
、
正
川
上
半
身
像
然
一
一
凶
一
Q
J
一9
一
J
I
-
-一
1
一
1
一

一
3
一
月
一
月
一
月
月
一
月
↑
月
一
月
一

背

景

の

よ

"

の

)

一

一

7
一
7

7

7
一
7

7
一
7
一

寸
寸
」
|
司
川
一
川
寸
寸
」
|
一

陣
受
験
申
し
込
み
(
郵
送
は
受
一
各
一
健
一
館
一

i
一
時
一
所
一
所
一
所
一

t
f
E
、

一

一

一

一

会

会

一

一

一

付
け
な
L
-

一
一
ド
一
年
一
些
些
役
一
役
一
企

、

u
h万
本

湘

一

場

一

J
背
一
央
一
央
一
市
一
市
一
布
一

一
一
背
し
土
訪
中
一
王
子
一
乏

な
お
、
詳
約
に
つ
い
て
は
消
一
一
ぷ
町
一
凶
回
一
古
川
一
孫
一
孫
一

防
本
部
予
防
係
ま
で
お
問
い
合
↑

f
一
都
一
小
一
削
一
制
一

2
2我一

わ

せ

く

だ

さ

い

。

一

一

一

一

↑

一

一

lι鰐ご入早まJ
日行

政

相

談

人

権

擁

護

根

談

山
山
号
で
行
政
相
談
お
よ
び
人

権
擁
護
を
布
佐
支
所
で
五
月
二

十
八
日
に
行
な
い
ま
す
と
あ
り

ま
す
が
五
月
二
十
六
日
‘
湖

北
台
支
所
が
会
場
に
つ
き
訂
正

し
お
詫
び
し
た
し
ま
す
。
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